国際関係会　IIR　OB・OG会　平成３０年度　総会　議案書　
２０１８年６月１６日

於：慶応義塾大学三田キャンパス南校舎

４４３号教室

　
会員数　　1420名　（正会員　835名、　準（一般）会員　585名　（平成30年6月10日現在）
定足数　84　　有効数：　94　（参加会員56、　メールによる連絡（委任提出38））
議長指名　　会長挨拶　
【議案１】２９年度活動報告　（岩田副会長より発表）
【議案２】２９年度収支決算・会計報告・監査報告　（会計担当より報告、中江監査役報告）
【議案３】３０年度事業企画案及び予算案　（会長より発表、予算案説明　）

【現役報告】ＩＩＲ現役活動報告・活動計画

【議案　１】　平成２９年度活動報告
（1） IIR平成２９年度総会及び特別講演を開催致しました。（　2017年6月17日（土））
特別講演は古森義久　氏　（ジャーナリスト、）
（産経新聞ワシントン駐在客員特派員、麗澤大学特別教授、1963年卒塾員・柔友会）
テーマ；　　「緊迫する朝鮮半島情勢　どうなる米中朝関係」
　　　　相次ぐ北朝鮮のミサイル発射で日本の安全保障は日増しに脅かされている。米トランプ政権は北朝鮮に圧力をかけようと中国に期待するが習近平は動かず。韓国には親北朝鮮政権が樹立された。　日本は自国をどう守るべきなのか？ワシントン駐在国際ジャーナリスト古森義久氏による最新情勢分析の講演でした。
　　　Ｑ＆Ａでは「ジャーナリストとして第一線で活躍していらっしゃる古森様のご講演を伺うことが出来、とても貴重な経験になりました。現役部員としても国際情勢について常に関心を持ち、世界で活躍する人材に自分たちがなるための一助としたいです。」との発言が有りました。
　　　　　懇親会は慶應義塾大学三田キャンパスの山食にて行われました。伊勢名誉会長の乾杯の　　ご挨拶で始まり学生も30名ほど参加し、OBOGの方々と貴重なお話をすることができました。また、国際関係会顧問の細谷雄一先生にもご参加いただき、「これからも国際関係会でのOBOGの方々と現役部員のつながりが更に深まること、そして末永く続くことを願ってやみません。」との会の最後にご挨拶を頂きました。
上記の講演の様子・報告はOBOG会HP中2017年に掲載しておりますのでご一覧ください。
（写真も上記HPに掲載しておりますので、御一覧ください。）

（２）「スタンフォード大学との再交流、SKIP 201７でのプログラム・プレゼンテーション・懇親会」　を
2017年9月16日に慶應義塾大学国際関係会主催、KSP OB・OG会　ＩＩＲ　OB・OG会の共　催で行い、協賛金の支出をしました。プログラムは9月3日から同16日までの日程で、米国スタンフォード大学より１８名の学生が参加し「日本をより良くするために」「日本の様式」を慶應生と学びました。最終日に体験から学び考えたことを発表するプレゼンテーションを三田キャンパス「北館大会議室」で行いました。懇親会は西校舎内「カフェテリア」でホストファミリーの方々を招待し大変盛り上がったパーティになりました。
（３）SEEK講演会及びＩＩＲ現役新役員との懇親会を開催致しました。（　2017年1１月4日）　
定例役員会後、OBOGとの交流促進を目的にしたSEEK講演会を三田キャンパス内南校舎４階443号教室にてIIR６期　石井栄一君による「スタンフォード大・交換留学が私の経験に及ぼしたこと」と題して講演戴きました。　石井栄一君ご自身が受けた幼児教育や英語教育の必要性、そして仕事・プライベート両面でのアメリカ人との付き合い体験を語って頂きユニークな講演になりました。　
又、講演会にはご家族や会社の方々にもご参加戴きウオームな会になりました。　講演後の学生　新役員との顔合わせ懇親会にも参加戴き楽しい一日になりました。　　 
　上記講演詳細・報告はOBOG会HP「開催記録2017年」に掲載しておりますのでご一覧ください。
【議案２】２９年度収支決算・会計報告・監査報告
　　　　　　別紙配布
【議案３】３０年度事業企画案及び予算案　
　　　　　　別紙配布の「平成３０年度予算・案」をご参照下さい。
　　　　　（平成2９年度会計報告の裏面）
事業企画案；
1 現役学生プログラムへの応援・支援活動
2 講演会　（OBOGによる経験談、元留学の経験談など）及び現役新役員との懇親会
3 就職活動セミナー　（「ＯＢＯＧと語る会」として開催）　　　ほか
新たに役員に加わって頂ける方、各部会・委員会にお力添え頂ける方を随時募集しております。
以上
２０１９年度総会は、201９年6月15日（第３土曜日）を予定しております。

各会員の皆様のメールアドレス登録（更新）をご確認戴きたくお願い申し上げます。
現役活動報告　2018

平素より現役への格別のご配慮ありがとうございます。現在の国際関係会は、細谷雄一教授(慶應義塾大学法学部政治学科)を会長に、伊藤惇貴 (商学部3年)、山口　開(経済学部2年)　を代表、日吉代表とし、「国際社会で活躍できる人材を輩出する」という国際関係会の普遍の理念に則って活動をしております。以下に活動の説明を記載致します。

1、活動説明
⑴塾生派遣
ご存知の通り国際関係会は、1954年のスタンフォード大学との交換留学を機に成立した団体です。その伝統は現在にも受け継がれ、今までに多くの塾生を海外へ派遣しております。
⑵International Week

ヨーロッパを中心とした23ヶ国の学生団体が所属するIWCOという機関の下部組織として、世界各国で開かれる短期国際交流プログラムの日本支部として観光から企業訪問まで様々な交流を行っております。

⑶LINK
カナダのUBC（University of British Columbia）との交流を続けており、今年は「Explore Japan In Depth」をテーマに過去最多の参加者が集まります。また、UBC Summer Programにおいて部員をカナダにも派遣しております。
⑷FUN Project

「Feel the UN 〜国連を身近に〜」というテーマで活動し、国連支部訪問や講演会、勉強会の企画を通して多くの学生が国連を知る機会を創出しております。今年は学びをアウトプットする活動に繋げていこうと考えております。
⑸SKIP
今年度は「Have your own Japan -Post it on your lifestagram-」というテーマで、スタンフォード大学の学生と、日本の文化や社会、アメリカとの違いについて再考する中で、日米両国の友好関係の架け橋を作ることを目的に活動しております。
(6)P.A.L.　Project
今年度は「Light Up the Future of Asia」というテーマでアジアのこれからの発展と必要とされるリーダシップについて議論を重ね、それを軸にプログラムを運営しております。大使館への広報や世界各国の交際団体との提携により、現時点で過去最多の27の国と地域から70を超える応募を頂いております。
(7)A.I.M. Project

今年度から新たに始動したプログラムです。6月末から7月初旬にかけて、インドネシアの優秀な学生団体であるI.S.A.F.I.S.の学生を日本に招き、アカデミックな範囲にまで及ぶ交流をします多様な文化が融合している国の代表ともいえるインドネシアの優秀な学生と交流することで、新たな価値観を身につけ、2国間を超えて世界で活躍できる人材を育成することを目的としたプログラムです。  
IW TOKYO、LINK、SKIPでは、8月の１～2週間(IWは2月も開催)、留学生を受け入れて下さるホストファミリーを募集しております。時期は年度によって異なりますので、御興味をお持ちでしたら詳細は下記の連絡先に御連絡ください。

keio.iir.hostfamily@gmail.com
IIROBOG会2018年総会
ゲストスピーカー
国際連合広報センター（UNIC） 根本かおる所長
「誰も置き去りにしない！　SDGsを自分事化して、世界を変革する」
日時:6月16日(土)　16時∼17時20分
場所：三田キャンパス南校舎443教室
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根本かおる所長　プロフィール
1963年兵庫県生まれ。1986年、東京大学法学部を卒業後、テレビ朝日にアナウンサーとして入社。３年後に同局初の政治担当の女性記者として報道局政経部記者に異動。1994年、休職して米国コロンビア大学大学院に留学し、国際関係論修士号を取得。1996年から2011年末までUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）にて、アジア、アフリカなどで難民支援活動に従事。ジュネーブ本部では政策立案、民間部門からの活動資金調達のコーディネートを担当。WFP（国連世界食糧計画）広報官、国連UNHCR協会事務局長も歴任。フリージャーナリストを経て2013年8月より現職。
最初の派遣先であったUNHCRトルコ事務所では、難民認定審査の仕事に携わり、ダイバーシティを楽しみと捉える積極的な姿勢や好奇心を原動力に尽力。また、家族や財産、何もかもを奪われ逃げてきたにも関わらず力強く前に進んでいく難民の方々は生きることについて教えてくれる「人生の師」であると実感。
その後、UNHCRネパール事務所に所長として赴任し、内戦が繰り広げられ24時間緊張が続く環境下で難民の為、チームの為尽力。
現在は国際連合広報センターの所長として、国連活動への関心を高めるために広報活動に従事。組織のトップとして「人を束ねる」ことと、「結果主義」であることを実感。　チームメンバーを思いやり動機付けをしながら、短・中・長期的なビジョンを世界中の人々とも共有することで「世界的な組織である国連の一部である私達」という高い次元の意識を持って　　　　活動中。
関西出身ということもあり、いま注力中のSDGｓ(持続可能な開発目標)に関する大規模イベントを吉本興業とのコラボレーションで開催・成功。
グローバル人材のあり方が「世界に打って出る」ことだけではなく、他人の立場に立つこと、理解するイマジネーション力など多様な要素が関わってくることを知り、理解し、行動することで世界が平和に繋がっていくと考える。

